
66 672016.7 2016.7KAIUN KAIUN

新・海事教育論特集
小学校などに、また学習まんが「船員さんのひみ
つ」は小学校約2万400校と公立図書館約3200館
に無料配布されている。
　DVDを制作したシンエイ動画は「クレヨンし
んちゃん」と「ドラえもん」、そして毎年公開され
るそれぞれの映画の制作がメーンだが、今回は

「J-CREWプロジェクト」の趣旨に賛同してもら
い、制作が実現した。非常に珍しいケースだとい
う。すでに配布が終了した保育園や幼稚園からは

「わざわざ御礼の連絡をいただき、徐々に反響が
出てきている」（事務局）と手ごたえを感じている。
　2016年も「全国100日キャラバン」が5月からス
タートした。今後は業界内での連携がさらに大事
になるとの声も挙がっている。今年は「実際に見
て、触る、体感すること」がテーマ。『J-CREWプ
ロジェクト ～やっぱり海が好き～』の地に足をつ
けた活動はまだまだ続きそうだ。 ■

アニメーションDVD第2弾も制作中

　6月9日、国際船員労務協会が第33回定時総会
と総会後の懇親パーティーを開催し、会長および
来賓の挨拶では海事広報活動のことが取り上げら
れた。
　まず同協会会長に再任した佐々木真己会長が挨
拶し、平成27（2015）年度の数ある取り組みの中
で全日本海員組合とともにアニメーションDVD
と学習まんがを制作したことを報告。「海運の重
要性と職業としての船員の魅力を紹介する広報活
動に取り組んできた。成果があがるのは先だろう
が、今から楽しみにしている」と所感を述べた。
　来賓として檀上に立った坂下広朗海事局長（当
時）はNHKや民放などのテレビ番組で造船所や
水先人などが立て続けに取り上げられたことを
受け、「昨年は『海の日』20周年というタイミング
もあり、みなさんと一致協力しながら各種イベン
トを盛り上げた。こうした取り組みは着実に定着
し、テレビで取り上げられる機会が出てきている。
皆さまの取り組みがさらに花開くタイミングを迎
えているのではないか」と語り、「今年の『海の日』
のイベントも昨年に劣らないようPRしたい」と
意気込み述べた。
　さらに、全日本海員組合の森田保己組合長も来
賓として挨拶し、IBF協約に基づく各種基金に関
して「忘れてならないのは、公平性と透明性、効
率性を念頭に置きながら、皆さまのニーズがどこ
にあり、どのようなかたちで効率的に管理・運用
できるのかを考えること」と述べた。そして、国
船協とともに取り組んでいる「J-CREWプロジェ
クト」に触れ、「日本人船員の確保・育成の観点

から、新日本人船員・海技者育成基金を使って今
般アニメーションDVDが完成した」ことを自ら
説明した。
　それまで中学生や高等商船学校などをターゲッ
トに広報活動を展開してきたが、取り組む中で国
民全体で海運や船員への認知度自体が低いこと
を実感。そこで小学校低学年を中心ターゲット
としたアニメーションDVD、同高学年を狙った
学習まんが本の制作を通じて「子どもたちだけで
なく親御さんや大人も一緒に見ていただけると
思う。チャレンジングな取り組みだが、DVDは
5万5000カ所に配布する。日常のキャラバン活動
も通じて10万枚は配りたい」と抱負を述べた。
　DVDを配布した保育園・幼稚園からは感謝の
手紙も来ており、概ね好評だという。また、制作
日数や声優陣のスケジューリングに時間を要する
ことから、「すでにDVD第2弾の制作に取り掛かっ
ている。来年2月をめどにお披露目できるのでは
ないか」と続編が出ることを明らかにした。
　2016年からは次期IBF協定に向けた交渉の準
備に国船協、全日海ともに入る。森田組合長は「そ
れはそれでしっかりやっていく」としながらも、
広報普及活動について「ベースとなるのは国船協
との良好な労使としての信頼関係。しっかりと話
し合いをしながら進めていきたい」と語った。

職業について学ぶ教材として活用してほしい

――まずは三家本さん、「学研まんがひみつシリー
ズ」の概要をお話しいただけますか。
三家本■　このシリーズは自然や科学をテーマ
に、1970年代に書店売りからスタートしたロン
グセラー商品「学研まんがひみつシリーズ」をモ
デルにした企画と言えます。企業や団体から協賛
をいただいて制作する「学研まんがでよくわかる
シリーズ」は、2001年のスタート以来、年間10冊
近いペースで発刊しています。現在、118巻まで
発行されています（6月末現在）。
　「よくわかるシリーズ」が企業・団体の方に評
価されている背景には、やはり単独では教育機関
に教材を制作、配布するノウハウとルートの確保
が難しいためです。そこで、長い時間をかけて教
育現場と信頼関係を築いてきた学研が間に入り、
“まんが本”というわかりやすい形で教育機関に
情報をご提供します。
　私たちとしても、子どもの身の回りにある様々
なものをわかりやすい教材としてまとめてお届け
することは、企業と一緒に教育現場に貢献できる

点で、高い価値があると思っています。

――数あるシリーズの中で、今回の「船員さんの
ひみつ」の特徴は何ですか。
三家本■　「船員さんのひみつ」は、厳密に言え
ば、これまで118巻出ている「学研まんがでよく
わかるシリーズ」の姉妹企画として刊行している

「仕事のひみつ編」の5巻目に当たります。シリー
ズ本体は商品やサービスをテーマに据えているの
に対し、「仕事のひみ
つ編」は世の中の様々
なお仕事を紹介するこ
とが目的です。これを
読んで子どもたちが将
来を考えるきっかけに
してほしいという思い
があります。シリーズ
本体に比べより進路指
導教材に近いのが特徴
です。
　今、日本では全般的
に労働人口が減り、人材が不足しており、若い人
の間では非正規雇用などの問題もあります。海運
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の世界でも船員不足は深刻と言われています。だ
からこそ、小学生の頃から職業について考えても
らう必要性は高まっています。「船員さんのひみ
つ」をはじめ「仕事のひみつ編」はそのニーズに対
応する教材です。教育現場でもどんどん活用して
いただきたいですね。

乗船取材がシナリオ作りに役立った

――次に橘さんにお聞きします。肝となるシナリ
オづくりの進め方について教えてください。

橘■　「よくわかるシ
リーズ」自体はこれま
で 30 巻ほど手掛けて
いたので、完成までの
流れはある程度把握し
ていました。
　ただ、「仕事のひみ
つ編」は今回が初めて
でしたから、最初は手
探りの部分が多かった
ですね。三家本さんが
おっしゃったように

「よくわかるシリーズ」が商品やサービスにスポッ
トを当てているのに対し、「船員さんのひみつ」
は船員という職業そのものにスポットを当ててい
ます。しかも私自身は船員さんが実際どのような
仕事をしているのか、またその人数がここまで減
少しているとは知りませんでした。
　そこでまず、船員という仕事の中身やどういう
人たちで構成されているのかなどを資料や取材な
どで把握する作業に着手しました。同時に、「こ
の本で子どもたちに何を伝えるか」を意識し、関
係者と調整しながら制作を進めました。
　つまり実態を把握することが最初のカギを握っ
ていました。幸運にも、この企画が決まってすぐ
の2015年9月下旬、乗船取材の機会がありました。
この経験があったからこそ、船員さんの業務を私
なりに一通り把握でき、シナリオのイメージを膨
らませることができたと思います。

――実際に乗船していかがでしたか。
橘■　乗ったのはコンテナ船でしたが、まずその

大きさを実感できました。乗組員の皆さんは交
代で昼夜問わず働き、「大変だな」と感じました。
乗船したのは2泊3日で、私たちも4時間程度の
睡眠で取材を続けました。貴重な経験でしたね。
若い方も含めて乗組員の皆さんが、顧客から預
かった貴重な荷物を細心の注意を払って目的地ま
で運ぶ、という職務を全うされているのを間近で
感じることができ、感服しました。

船員の意見も反映し船を細部まで描写

――おがたさん、まんが制作はどのようなプロセ
スで進めるのですか。
おがた■　橘さんが作
られたシナリオを元
に、まずキャラクター

（登場人物）の絵を描い
て関係者の了解を得ま
す。そして、セリフを
ページに配置しながら
コマ割り、下絵、ペン
入れと進めていきます。
　これまでも「よくわ
かるシリーズ」を手掛
けたことはありました
が、「仕事のひみつ編」は今回が初めてでした。
　通常、「よくわかるシリーズ」の主人公は子ど
もなら子どものまま完結しますが、「船員さんの
ひみつ」は主人公3人が子どもから大人へと徐々
に成長していくのが特徴です。どの場所で誰が何
を話したのかが読み手に分かりやすくなるよう注
意してシナリオ配分を行い、ラフ（下描き）を起
こしていきました。
　まんがの制作は従来、まんが紙に描いて版下を
作って印刷、という形ですが、私の場合、ラフか
ら完成までの全ての作業について液晶タブレット
を使いながらパソコンで仕上げています。もちろ
ん手は使っていますが、入力がデジタルになって
いるのが従来の描き方との違いですね。効率的で
すが、書き直しやすい分、体力は使います。

――中でも苦労した点はありますか。
おがた■　最終的にスケジュールがタイトになっ

た点でしょうか。通常、このシリーズは完成まで
10カ月から1年かけますが、「船員さんのひみつ」
は約9カ月でした。時間的にはタイトでしたが、
その分、集中して描くことができました。
　また、作画は実物を見ながら、というのがベス
トですが、今回は船が主な舞台ということもあり、
取材して撮影した写真など、限られた情報でどう
描くかには苦労しました。描き始めてから、「こ
こはどうなっているか」という詳細が気になり出
すのです。私も訪船取材をしましたが、すぐに「同
じ船をもう1回訪船させて下さい」という訳には
いきません。取材し切れなかったところは他の資
料で補いました。
橘■　シナリオは文字ですから「船を真上から見
たカット」など自由に書くことができますが、そ
れを絵にするおがたさんは大変ですよね。
おがた■　大変でした（笑）。特に船はあまり自
由に描くと嘘くさくなってしまいます。細かい部
分まで気を遣いました。ラフを描いた後、実際の
船員さんと何度も話す機会を設けてもらえたの
で、「ここの形が違う」などのご指摘もたくさん
いただいて、修正を重ねました。

親子で読んでもらい船員を選ぶきっかけに

――三家本さん、制作担当の立場としてこの本を
どう読んでもらいたいですか。
三家本■　スタッフの最大の目標は、まずはお子
さんに読んでもらい、船員という仕事を将来選ぶ

きっかけにしてもらうことです。
　一方、保護者など大人の方にも読んでほしいで
す。例えばお子さんが学校で「船員さんのひみつ」
を借りてきて、家庭で保護者の方の目に触れると
いうイメージです。保護者の方も普段、船員さん
に触れる機会はほとんどないでしょうから、ご家
庭で船員が果たす役割を考えてもらうことは意義
深いと思っています。
　また、この本は公立図書館にも置いてあります
から、一般の方にも船員の仕事を知ってもらい、
ゆくゆくは船員という仕事に向けた何かのムーブ
メントにつながると良いですね。
　「仕事のひみつ編」自体にも掛かってきますが、
子どもだけではなく、大人にも読んでもらいたい。
特に日本の貿易量のほぼ100％が海上物流で、船
員さんはその貨物を扱う大切な仕事を担います。
その重要性を理解する教材として「船員さんのひ
みつ」が活用されることを願っています。

――橘さんはどうですか。
橘■　今回は小学生だった主人公3人が船員を目
指して中学校、高等学校、大学あるいは専門学校
へと進学し、最終的に船員という職業に就くまで
を描くという、今までにない試みでした。主人公
3人の心身の成長とその時間的な流れを綿密に整
理した上で、船員としてそれぞれどんな立場で仕
事をしているのかを分かりやすく示せるように試
みました。そういった点でしょうか。

――おがたさんはどこを見てほしいですか。
おがた■　船の描写には力を入れました。
特に冒頭の場面（迫力あるコンテナ船の航
行シーン）で読者の心をつかんで「船って
格好いいな」と思ってもらえるように心掛
けました。併せて、楽しいことが始まると
予感してもらえるよう考えて描きました。
　あとは、キャラクターそれぞれの格好良
さを感じて「こういう仕事に就きたい」と
お子さんが感じてくれるとうれしいです。
感情移入という言葉がありますが、主人公
を身近に感じつつ、成長した彼ら彼女らに
憧れを感じてもらえたらいいですね。同時
に船員という仕事に憧れて、将来の選択肢
の一つになることを願っています。 ■

おがた氏
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おがたさんが持っていたラフ案とキャラクター案。こうしたプロセ
スを経て「船員さんのひみつ」は完成した（写真右上）。


